
2010～2011年度 No.1

　第 　 3 　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

○ 河合地区ガバナー ● 大石第一副地区ガバナー ● 阿久津第二副地区ガバナー

○  L見津　康　　　委員長 ○  L野々　晴久　副委員長 ○  L 杉山南見夫副委員長

○  L津村　信彦  副委員長 ○  L加藤　敏彦  副委員長 ○  L窪田　崇人        委員

○  L松田　啓           委員 ○  L大塚　和広        委員 ○  L渡邊　滋           委員

○  L堺田　明美        委員 ●  L森　亮介           委員 ○  L佐竹　稲史        委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○ L坪谷　茂　副幹事 ○ L岩田　守弘　副幹事
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2 審　議　　別紙議題による
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作　成　者

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ

委員長挨拶

　２０１１年　 　１月　 　７日　　　金曜日　　　　　　　１５時４５分　～１７時３０分

キャビネット事務局会議室

　出席オブザーバー

指導力・若手育成委員会

 L　見津　康

出　席　者

次回開催確認

審議経過事項の概要

委員長挨拶

内容は、定員200名、開催場所　東京プリンスホテル

来場希望メンバー、50歳未満もしくは入会5年未満。

　２０１１年　２月　　９日　　水曜日　　　　　　１５時４５分　～１７時３０分次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局会議室

3/11「ﾌｫｰﾗﾑ&ﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄ」について

加藤副委員長より、進捗状況および各R・Zに配布予定の支援を呼びかける文書についての

説明があった

委員長：本文書をもとに全委員会・全R・Zに協力を呼びかけ若手メンバーのみならず

330-Aが一丸となって開催できるよう各委員に対して所属クラブへの協力要請をお願いする

河合地区ガバナー

会議途中に来られ、挨拶および2/20開催予定のA,B,C地区合同若手セミナーについての

説明があった。

　Ｌ加藤　敏彦

次　　　第

議　　　題



2ｂ

2a

また、今回のﾌｫｰﾗﾑのポイントはセミナー終了後、参加したメンバーが所属の諮問委員会で

いいのではないか？

具体的な協力体制については、後日お願いする。

杉山副委員長より、キャビネット会議への提出案件である旨の説明があった。

委員長：フォーラム開催はキャビネット会議提出案件か否かの質問が副幹事になされた。

No.2

内容的には、全委員とも依存はない旨の申し出があった。

L大塚：難病の定義とは何か？必ず聞いてくるメンバーがいるので知っておきたい

L津村：医学的には国から難病指定されていて、原因・治療法の分からない病気である

また、難病指定されると国から補助金が出る。

L坪谷：今回の事業は、難病を理解することではなく、難病の子供たちと家族の環境を

委員長：当該委員会である当委員会として、全面的に協力したい。

加藤副委員長：いずれにしても臨時キャビネット会議以降に全委員会・全R・Zに向けて

加藤副委員長より、協力要請文の読み上げがあった。

議　　　題

協力を要請して欲しい。

委員長：それは物理的に不可能である。

津村副委員長：私の副幹事をした経験上、本件は提出案件だと思う。

杉山副委員長：今までは、小委員会として一部の委員と協議してきたが、今後は本委員会で

330-A若手ﾌｫｰﾗﾑ開催の件

津村副委員長：ﾌｫｰﾗﾑ終了後の諮問委員会となると最終の諮問委員会であり、新旧の役員

坪谷副幹事：各R・Zに対して広報の意味からも提出案件にしたほうが得策である。

審議経過事項の概要

杉山副委員長：今後は役割分担を決めて分業していきたい。

理解することであり、病気そのものは関係ない。

交代の委員会でもあるので、一般のメンバーが出席するのは難しいのではないか？

協力要請が発信されるので、当委員会のメンバーも所属クラブに対して例会振替などの

委員長：審議が伴う提出案件より、報告事項でいいのではないか？

協議していくことになる。

発表してもらうことである。

（テーマは、ﾗｲｵﾝｽﾞﾒﾝﾊﾞｰは増えるか否か？）

事務局：L佐竹、L堺田、L渡邊

グループディスカッション：L加藤、L松田

L大塚：各Zに委員が出向くというのはどうだろうか？

映像製作：L杉山、L森

会場設営来賓の選定：L野々、L窪田

また、最終のキャビネット会議が6/13であり、それ以降の開催される諮問委員会での発表は

難しいだろう。

委員長：今後の検討課題とする。

坪谷副幹事：最終キャビネット会議で結果報告をしてはどうか？一石を投じる意味でも



議　　　題 審議経過事項の概要

L野々：会場設営と来賓の選定は別働隊でお願いしたい。また、すぐにでも会場を押さえて

おかないと難しくなるので今日にも仮押さえしたい。

L佐竹：来期につながるような方々を呼ぶべきである。

杉山副委員長：いずれにしても来賓の選定は、事務局を中心とした検討事項とする。

また、やるべきことがまだまだ沢山あるので、各委員の協力をお願いしたい。

次回開催：2月9日(水)　１５：４５～１７：３０を決めて閉会となった。
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